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平成 19 年 11 月 2 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 遠 藤 製 作 所

（JASDAQ・コード 7841）

代 表 者 代表取締役社長 小 林  健 治

問 合 せ 先

役 職 ･ 氏 名
常 務 取 締 役 牛 坊  芳 明

電 話 番 号 ０２５６－６３－６１１１ 

 

業績予想の修正及び特別利益の発生に関するお知らせ 

 

 平成 19 年 5 月 14 日に公表した平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）の中間期の業績

予想を下記のとおり修正するとともに特別利益の発生についてお知らせいたします。 

 

記 

１．平成 20 年 3月期中間業績予想の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 19 年 9月 30 日） 

（１）平成 20 年 3月期中間連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 8,405 589 611 462 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 8,540 489 787 629 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 135 △100 176 167 

増 減 率 （ ％ ） 1.6 △17.0 28.8 36.1 

(ご参考)前期実績 

（平成 19 年 3 月期中間) 
6,450 169 251 112 

（２）平成 20 年 3月期中間個別業績予想 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 6,436 64 114 192 

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 6,237 8 18 319 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △199 △56 △96 127 

増 減 率 ( ％ ) △3.1 △87.5 △84.2 66.1 

(ご参考)前期実績 

（平成 19 年 3 月期中間) 
4,747 230 257 △411 

（３）平成 20 年 3月期中間業績予想の修正理由について 

   ①連結業績 

売上高につきましては、自動車等鍛造部品事業の好調から予想通りの見込みとなりました。営業利益

につきましては、ゴルフ事業において出荷が一部下半期にずれ込んだことや、バーツ高による為替の影

響等から予想を下回る見込みとなりました。経常利益及び当期純利益につきましては、連結子会社にお

いて為替差益を計上したことから予想を上回る見込みとなりました。 

②個別業績 

 売上高、営業利益、経常利益につきましては、ゴルフ事業において出荷が一部下半期にずれ込んだこ

とや、円高による為替の影響等から予想を下回る見込みとなりました。当期純利益につきましては、連

結子会社の投資損失引当金戻入益を計上したこと等から予想を上回る見込みとなりました。 
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２．平成 20 年 3月期業績予想について（平成 19 年 4月 1 日～平成 20 年 3月 31 日） 

   中間期の業績につきましては上述のとおりでありますが、下半期につきましては、自動車等鍛造部品事業

及びステンレス事業において引続き好調が予想されること、またゴルフ事業でも当初の計画が見込めること

等から、連結・個別ともに平成 19 年 5月 14 日発表の業績予想に変更はありません。 

  （参考情報：平成 19 年 5月 14 日発表） 

   （１）平成 20 年 3月期連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

業 績 予 想 

（ 平 成 2 0 年 3 月 期 ） 
18,619 1,601 1,628 1,240 

前 期 実 績 

（ 平 成 1 9 年 3 月 期 ) 
14,671 514 955 484 

（２）平成 20 年 3月期個別業績予想 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

業 績 予 想 

（ 平 成 2 0 年 3 月 期 ） 
14,431 229 328 399 

前 期 実 績 

（ 平 成 1 9 年 3 月 期 ) 
10,914 437 506 13 

 

３．特別利益の発生及びその主な内容 

関係会社投資損失引当金戻入益の計上 
当中間期の個別決算において連結子会社の財政状態が回復したことにより、関係会社投資損失引当金戻入益308百万円を特

別利益に計上することといたします。 

 

（注）上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざ

まな要因によって記載の業績数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
以  上 


